
高等学校運動部顧問教師の部活動指導意識タイ プ別にみた生活と意識 の特性
一部活動指導意識と関連する要因の分析から一

西 垣 完 彦

は じ め に
一般に中 ・ 高等学校にお け る 運動部活動（以下 「部活動」 とい う 。） は 、 指導者の情熱

と犠牲に大 き く 依存 し て い るとい われて い る 。
指導者の中心で あ る 顧問教師の な かには 、 部活動指導に生 き がい や楽 し み を 見出 し 、 私

生活ばか り で な く 家庭（家族との）生活 を も 犠牲に し 、教師と し て学校で費やす エ ネ ル ギー
の大半 を部活動指導に傾注 し て夜遅 く ま で部員の先頭に立 ち 、 率先 し て 技術指導 を 行 っ て
い る 教師 も い れば 、 顧問と は 名 の み で部活動指導 を ほとん ど し な い 名 目 的顧問教 師 も 存在
す る な ど 、 顧問教師の部活動への かかわ り 方は多様で あ る 。

こ の こと は 、 現在の 中 ・ 高等学校にお ける運動部顧問教師には部活動指導に対す る 意識
（以下 「指導意識 」 と い う 。） の点からみ て も さ ま ざ ま の タ イ プの教師が存在 し て い る こ
と を 示唆 し て い る 。

本稿で は 、 指導意識 から顧問教師 を い く つ かの タ イ プに分類 し 、 指導意識と関 連す る 要
因 の具体的 内容の分析か ら 顧問教師の生活と意識 を 類 型化 し 、 そ の特性 を タ イ プ別に明ら
かにす る 。

研究の方法

研究方法 は 郵送質問紙法調査によ っ た が 、 調査の概要 は次のよ う であ る 。
1. 調査対象

愛知 、 岐阜、三 重 、 静岡 4 県所在の 国公私立高校の う ち 、453校の硬式野球、剣道 、バ レー
ボール 、 陸上競技の 4 運動部の 顧問教師（教諭）全員 を 対象と し た 。

配布 し た調査票2833部（A）、 回収有効調査票1245部（ B）、 転居先不明 、 該当住所に見
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当 ら ず等 に よ る 未 回収調査票24部 （ c）、回収無効 調査票1 0部 （ D ）で 、回収率44.5%〔B
I (A C - D ）×1 00〕であ っ た 。

2. 調査時期
1 981 年3 月
3. 調査対象者（標本）の性格

有効 調査票 の う ち 、本稿で用 い た 調査票 （標本） は 1189部であ り 、そ の性格 は表 1 に示
す と お り であ る 。

表1 標本の性格注1 ) 
項 目 ， カ テゴ リ ー % （実数）

年 20 歳 代i 23.9 (284) 
30 歳 代 38.9 (463) 

（紛 40 歳 代 24.3 (289) 
50歳以上 12.6 (150) 

結 末 主昏 17.2 (205) 
婚注2）既 主昏 82.2 (977) 

担教 保健体育 36.2 (431) 
当科 保体以外 63.4 (754) 

硬式野球 25.6 (304) 
食。 道 21.4 (254) 
バレーボール 30.6 (364) 
陸上競技 22.5 (267) 

岐 阜 15.0 (178) 
愛 生日 39.8 (473) 

重 17. 4 ( 207) 
静 岡 27.8 (331) 

計 100.0(1189) 

分析の方法

注1) DK,NAを除くので100.0（%）、

1189（実数）にならないものが

ある。

住2 ）離死別除く。

. 

指導意識 に よ る 顧問教師 の分類 を 、表 2 に み る よ う に 、「先生が 顧問運動部の指導 を さ
れて い る 時の お気持は 、次の どれに も っ と も 近いですか」 とい う 設問 に対す る 反応 か ら 行
い 、顧問教師 を 、「生 き がい型」、「楽 しみ型」、「義務型」、「校務型」の 4 タ イ プ に分類 し た 。

次 に 、本 調査 で 用 い た 調査項 目 が広範多岐に わ た っ て い る た め 、調査項 目 の選定 を 行い 、
本稿で は そ の な かか ら 82 項 目 を 採用 し た。 そ し て 、こ れ ら の項 目 と指導意識との関連性の
有無 を カ イ 自 乗検定 （以下 「X＇検定」 とい う 。） で 行い 、さ ら に 関連の強弱 を ク ラマー係
数 （ Cr amer ’s V） で求め た 。

v=J FN

 

な お 、統計的処理 は名古屋大学大型計算機セ ン タ ー を 利用 し て 行っ た 。
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表 2 部活動指導意識 タ イ プの分類

タイプ 質 問 内 容

質問： 「先生が顧問運動部の指導をされている

時のお気持ちは、 つぎのどれにもっとも

近いで、すかd

% 

く生きがい型〉……1.生きがいをとても感じ て指導している。 ……29.3

〈 楽しみ型〉…・…·2.生きがいは それほど感じ ないが、 楽し

く指導している。 ...・H・－－…...・H・.....・H・－－…38.7

〈義務型〉…………3.生きがいも楽しみもそれほど感じ ないが

顧問の義務だと思って指導している。 ……22.4

〈校務型〉…·········4. あまり気がすすま ないが、 校務 なので

仕方な く指導している。 ...・H・H・H・－－………5.1

その他...・H・H・H・.....・H・－－…...・H・－－…...・H・－－… 3.9

NA,DK・····－ 0.6 

計 100.0(1245)

結果と考察
指導意識 と 82 項 目 と の 関 連性のX＇検定及び ク ラ マー係数の結果 は 表 3 にみ る と お り で

あ る 。
以下 、主に指導意識 と 関連す る 要因の う ち 関連度の強い項 目 を 中 心に 、顧問教師の態度 ・

意識や生活の諸特性 を タ イ プ別に概観す る が 、 紙幅の 関係上主に生 き がい 型教師 と 校務型
教師 を 中心に と り あ げる こ と にす る 。

表 3 部活動指導意識と他の項目との関連一覧表 情P<0 . 05・ ※※業P<0.01)
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x• 柑E 話三 クラ7 悼君主 量番号x狙 1" p 
9 891 n s 0.052 4 

5 792 n s 0.069 5 

2.575 n s 0 046 6 

117.618 揮出掛 0.315 7 

10.693 n s 0.054 

18.565 掛 0.072 

348. 1 76 揖泌を蝿 。守382 12 

442.459 車蝿端 0.431 13 

89.278 掛離出 0.274 

1 1 2.214 高蝿蝿 0 307 14 

78.819 車掛蝿 0.203 

104.457 揖蝿揖 0.230 

145.409 彊掛揖 0.247 

173.074 揺蝿揖 0.220 15 

415.022 湾要施足掛 0.341 16 

181.133 輯揖輯 0.225 8 

119.627 難揖揖 0. 183 9 

39.410 揖躍掛 0. 128 

49.385 蝿揮蝿 0.203 

109 755 離帯蝿 0 216 10 

50.285 車損蝿 0 118 

54.501 揖蝿蝿 0 .123 

26.398 車蝦輯 0.086 

42.599 掛端揖 0. 109 

103.854 濁を認定揖. 0. 170 

55 .006 発毛潟曜掲を 0. 124 

42.942 鴻毛強‘諸経 0 .109 
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9 241.285 蝿出掛 0.260 11 

9 1 64 971 輯蝿揖 0.21 5 11 - C!⑤ ⑥ D 
9 261 . 565 蝿掛端 0.271 11 

9 1 62.823 出掛蝿 0.21 4 1 1  

9 234 979 車蝦掛 0.257 11← Cう
6 1 85 1 1 4  車揖掛 0.279 17ー ①
6 42.688 蝿蝿蝿 0. 1 34 

6 84.995 醍醐蝿 0. 1 89 

6 159.601 蝿蝿蝿 。.259 17- @ 
6 150.267 掛端輯 0.251 17 ＂④ D 
6 1 72.91 3 蝿揖蝿 0.270 17 

6 106.658 輯蝿蝿 0. 2 1 1  17- ® 
6 65.305 蝿揖捕 0. 1 65 

12 848.555 揖揖蝿 0.489 18← C③ D 
12 569.066 揮出掛 0,400 18 

12 84.460 揮出掛 (). 154 18- C'/② う
12 197.665 出掛端 0.236 18 

12 4・04.262 出掛醍 0.337 18- ® 
12 226.474 高掛端 0.252 18- Cl⑤ D 
12 384 .1 95 出掛掛 0.329 18 

9 97. 1 72 掛描出 0 1 65 

9 1 69.178 蝿出掛 0.218 19 

9 1 38.869 描掛蝿 0. 1 9 8  2 0  

9 40.025 揖蝿揖 Cl .  1 06 

6 36.602 離掃出 0 1 24 

6 42.928 弾”を蝿 0. 1 34 

12 103.872 揖蝿蝿 0. 1 87 

3 98.890 蝿蝿蝿 0 288 

3 104.761 蝿蝿蝿 0 297 

6 407.382 揖踊描 0 41 4 21 

9 332.269 蝿蝿蝿 0.307 22 

9 63 511 蝿揖揖 0 1 42 23 

12 59.068 蝿蝿認を 0 1 37 24 

6 76.072 車蝿揖 0.235 

9 184.366 蝿蝿絡を 0.228 25 

15 31 4 1 87 蝿蝿揖 0.296 26 

15 232 954 揖蝿蝿 0.256 27 

12 177.365 車蝦蝿 0 223 28 

12 181 381 出掛掛 0 225 

9 243 448 出掛揖 0 261 29 

9 276 799 揖掛端 0.278 30 

6 1 45 1 59 出掛端 0 247 31 

9 387.801 掛掘出 () 330 33 

9 95,833 揖出掛 () 164 32 

9 85 075 掛出掛 0 155 

9 15 952 出掛掛 0.067 

9 50.846 掛蝿認を 0 1 20 

9 32.585 車揖蝿 0 096 

6 317.175 蝿蝿蝿 .0. 366 

9 360 963 蝿認定期 0.318 34 

6 19 356 揖蝿蝿 0.090 

9 88.928 離婚毛蝿 0. 158 35 

9 75.610 離蝿揖 0. 1 45 

表 4～7 は 、 指導意識 と 年齢、 性、 結婚、 担当教科 目 な どの基礎的項 目 と の 関 連 を み た
も の である 。 指導意識 と 関連す る 項 目 は担当教科 目 の みで他の年齢、 性、 結婚な ど と は 有
意 な 関連がみ ら れ な い。 つ ま り 、 保健体育担当教師（以下 「体育教師」 と h う 。 ） と 保健
体育以外の教科担当者（以下 「他教科教師」 と い う 。 ） が各 タ イ プ に占め る 比率 は 、 体育
教師 の場合、 生きがい型＞楽 し み型＞義務型＞校務型（不等号 は「 2 つ の比率の差の検定」
に よ り 5 %水準で有意差のあ る こ と を 示す。 以下 同 じ 。 ） の順 に な っ て い る の に対 し 、 他
教科教師の場合以全 く 逆の傾向 を 示 して い る 。 生 き がい型 に は体育教師が、 楽 し み型、 義
務型、 校務型 に は他教科教師が多 いが、 こ れ は体育教師の職業的社会化の一つ に運動部活
動経験が大 き な役割 を 果 た し て い る た め と 思 わ れ る 。 ま た 、 一般 に 、 既婚 よ り 未婚の 、 年
配 よ り 若年 の 、 女性 よ り 男性の顧問教師の方が部活動指導 に情熱 を 傾注 し 、 指導 に生 き が
い を 感 じ て い る の で は な い か と い わ れて い る が、 指導意識か ら み る 限 り こ の （仮） 説 を 立
証す る だ け の デー タ は得 ら れな か っ た 。
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表 4 年齢注） 表 5 性 褒6 結婚注） 表 7担当教科

、、タ、イプ ＼ヵテNゴ、＼ー
20 30 40 50 未 既

以 男 女
代 代 代 上 婚 婚

生きがい型 365 25.5 40.3 21.4 12.6 94.5 5.2 16.7 82.2 

｜｜ ｜｜ ｜｜ ｜｜ ｜｜ ｜｜ II ｜｜ 
楽 し み型 482 24.7 40.0 23.4 11.6 96.3 3.7 19.1 80.3 

II ｜｜ 八 ｜｜ ｜｜ /\ ｜｜ ｜｜ 
義 務 型 279 19.7 37.3 29.0 13.6 92.5 7.5 14.7 85.3 

II ｜｜ ｜｜ ｜｜ ｜｜ ｜｜ II ｜｜ 
校 務 型 63 27.0 30.2 27.0 15.9 96.8 3.2 17.5 82.5 

計 1189 23.9 38.9 24.3 12.6 94.9 5.0 17.2 82.2 

注） ①NA,DKを除くので、 100.0%にな ら ない。 以下同じ。 注） 離死別除〈

②統計的処理は、 全てNA,DKを除〈。 以下閉じ。

保健
体育

56.2 

〉
34.4 

〉
19.7 

〉
7.9 

36.2 

③表中の不等号は「2つの比率の差の検定」により5 % 水準で有意差のある

こ と を示す。

2. 顧問運動部の特性

｛呆
体
以
外

43.6 

〈
65.6 

〈
79.2 

〈
92.1 

63.4 

近年、 高校運動部 は 、 テ レビや新聞 な どのマス メ デ ィ ア を媒体 と し て 、 甲子園の高校野
球にみ ら れ る よ う な 地域ぐる み の熱狂振 り や全国高校総合体育大会の肥大化に象徴 さ れ る
よ う に過熱化の様相 を呈 し て い る 。 そ し て 、 勝 利至上主義的社会風潮 を 背景に連 日 遅 く ま
で猛練習 を 行 っ て い る運動部が多 いが、 こ の よ う な状況 は 顧問教師 の指導意識や指導行動
に も 大 き な 影響 を 与 え て い る よ う に 思 わ れ る 。

表 8 - 10 は 、 指導意識 と 顧問運動部の特性 と の 関連 を 、 活動 レ ベ ル 、 競技 レ ベ ル及び部
員の活動 目 標か ら み た も の であ る 。 部活動がかな り 活発な部 は 、 生 き がい型＞楽 し み型＞
義務型＝校務型、 部の競技 レ ベ ル を 県 レ ベルでみ た場合中 上以上の部 は 、 生 き がい型＞楽
し み 型＝義務型＞校務型、 部員の 目 標が勝 利志向 の多い部 は 、 生 き がい型＞楽 し み 型 ＝ 義
務型＞校務型の順に な っ て い る 。 生 き がい型教師の運動部 は活動が活発で競技 レ ベ ル も 高
く 、 部員の活動 目 標は勝 利志向 がき わ め て 強 い 。 こ れに対 し て 、 校務型教師 の運動部 は 、

活動 レ ベ ル ・ 競技 レ ベ ル と も そ れ程高 く な い し 、 部員 も 他の タ イ プ と 比較 し て楽 し み志向
型の も のが多 い。

顧問運動部の活動 ・ 競技 レ ベ ルや部員の活動 目 標は 、 顧問教師の指導意識 を 規定す る 要
因 と し て か な り 大 き な ウ ェ イ ト を 持 っ て い る と み て よ い。
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表8 部活動の活動レベル表9 部活動の競技レベル 表10鵠員の活動目標

、
タ
、

イ
プ ヵ

テ

＼

ゴ

N

ー、、

生きがい型 365 

楽しみ型 482 

義 務 型 279 

校 務 型 63 
計 1189 

か ま
な あ

活
発活 な

発 方
53.4 37.8 
VV/\ 

〉〉｜｜

11 _ 5y311 17. 3.3 
30.5 43.7 

どえ どヂ言発 中ちな
らい ’1 上と 台、
も な 上
u、 L.. 

4.1 4.7 21.9 29.0 
〈 〈 〉〉〉

14.1 13.9 
｜｜ 〈 ｜｜ ｜｜ ｜｜ 

16.1 22.9 
｜｜ 〈 ｜｜ 〉〉

15.9 33.3 
11.6 14.2 10.8 21. 7 

3. 部活動指導に対する他者の評価の自己認知

中
勝 勝 楽

し手リ 手リ
中 下 み

絶 志、下 定、
対 向 向

25.5 16.7 6.8 61.6 30.1 6.3 
〈 〈 〈 〉〉〈 〈

33.0 25.3 15.6 19.9 
｜｜ ｜｜ ｜｜ II II II ｜｜ 

30.5 25.8 20.l 23.3 
｜｜ ｜｜ ｜｜ ｜｜ 〉｜｜ 〈

23.8 34.9 25.4 42.9 
29.6 23.3 14.5 43.1 37.9 17.7 

表 3 にみる よ う に、 部活動の活発化や競技力向上に対す る 他者の期待 ・ 関心 と 指導意識
と は有意 な 関連 を 持 っ て い る が、 関連の度合（./Cr）は「部員の父兄」 を 除い て 余り強い
と はい え な い。 こ れ に対 して、 部活動の指導 に対す る 他者の評価の自己認知は指導意識 と
かなり高 い 関 連 を 持 っ て い る 。

表 1 1－①～⑦にみ る よ う に、 自分の部活動指導の価値 を 他者が高 く 評価 し て い る と 自己
認知 し て い る 顧問教師の割合は、 他者に よ っ て違いはあ る も の の、 おおむ ね、 生きがい型
＞楽 しみ型＞義務型＞校務型の順に な っ て い る 。 学校長、 同僚の教師、 一般の生徒、 P T 

A 、 部員の父兄、 地域の人び と 、 ス ポーツ団体関係者な どの部活動指導 に対す る 好意的評
価は、 顧問教師の指導意識 を 規定す る 要因 と 考 え て よ い。 顧問教師 と し て の存在価値が他
者に よ っ て承認 さ れて い る と い う 自己認知は、 教師の部活動指導に対す る 情熱 に 一層 の拍
車 を 掛 け る 原動力 のーっ と し て も 機能 し て い る よ う に思われ る 。

目
カ

テゴリー

タ
イプ N 

生きがい型 365 

楽しみ型 482 

義務 型 279 

が務 型 63 

計 1 189 

表11 部活動指導に対する他者の評価の自己認知
① 学 校 長 ② 同僚の教師

十分認 少
苧ど
句とも
か
わに1ι 品

五認 十分 少
ち
ど
セ
ー

か
わなら

五認
し ま め し ま め
iま て 認． iま て

め 認． 3ぃ め 認 3ぃ
て め u、b、 ��： て め u、b、 千三し、 て えな し、 て えなる 、、 L.. る 、、 L.. 

る L、 る 、師、

42.2 38.4 1 4.0 4. 7 42.5 41.1 13.4 2.2 

iJ�： 
〈 八

If：�：絹i.:
〈 〈

29.9 10.8 25.5 11.2 〈 〈 〈 〈
43.0 1 6.5 38.4 17 .9 ｜｜ 〈 ｜｜ 〈
36.5 44.4 36.5 44.4 

23.1 35.8 28.4 12.0 22.0 40.2 25.4 1 1.8 
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③ 一般の生徒
十分 少

し認 l;t. 
め 認．
て め
し、 て
る し、

る
2沼.5 41.4 ！�：� 羽調l�O 5. 0 ｜｜ 

1 .  7 

14.4 36.0 

予
ど
ぞ主 か

わなら
五認
ま め

て� �－. 
し、し、

」
τ」ごなし、えな

、、

26.8 2.5 〈 八
40.5 9.8 ｜｜ －〈
46.2 18.3 v 〈
33.3 52.4 

37.3 1 1 .8 

④ P  T A 

十分認 少
し
lま

め 認
て め
し、 て
る L、

る
20.3 29.9 

v�v 5. 8.3 ｜｜ ｜｜ 
2. 5.4 ｜｜〉
3. 6.3 

9.1 20.5 

苧ど
句とも
か
わど叫ι 

五認
ま め

て� �＇ 
b、L、 τJごなし、えな
L.. u、

44.4 4. 7 〈 〈
68.5 8.3 ｜｜ 〈
67.0 13.3 ｜｜ 〈
60.3 30.2 

60.3 9.5 

‘ 
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目
カテ
ゴリー

タイプ N 
生きがい型 365 
楽しみ 型 482 
義務 型 279 

校 務 型 63 
自十 1189 

⑤ 部員の父兄
十 少
分 し
認 Ci 
め 認．
て めし、 て
る L、

る
38.6 39.5 

ltlr3t6 

11_3y v 6. 9.5 
19.3 3 1.8 

ち
ど
かわ あ

「量凪'l
ま め

て」I) ・守 ー一
b、 �＇

」τ
Jごないなえ

弘、

18. l 3.0 
〈 〈

46.5 6.8 
〈 〈

54.8 12.5 
｜｜ 〈

50.8 33.3 
39.9 8.4 

4. 顧問教師としての能力・資質

高等学校運動部顧問教師の生活と意識の特性

⑥ 地域の人ぴと
十分

少
し

認 lま
め 認
て め
L、 て
る 、、

る
18.9 27.4 
5. 5.1 
｜｜ 〉

4. 9.3 
｜｜ ｜｜ 

3.21 4.8 
. 9.1 17 .0 

ち
ど
ルともコ かわ

三u！・． 

「認あ めまり て
」L、

1，、 、、 L白「いなえな 」
L、

47.1 5.8 
〈 ｜｜ 

71.8 7 .9 
〈

70.3 14.7 
〈

60.3 31 .  7 
63.2 10.1 

⑦ スポーツ団体関係者
十 少

予
ど
ルヲ か
わ 「認

分 し あ め
認 i主 ま て

�t め 認 !} �‘ － 
て め L、 、、

」τ
Jごしな、し、 て えなる し、

る t，、

26.8 33.4 34.0 4.4 
�6y2�5 

〈 〈
65.6 7.3 

II VV ｜｜ 〈
3.9113.6 63.l 17.9 
｜｜ ｜｜〉 ｜｜ 〈

4.81 6.3 55.6 30.2 
12 . 1  22 .1 54 .8 10 .1 

最近、 ス ポーツ技術（競技） 水準の高度化や顧問教師の過重負担軽減の た め顧問 を 複数
制 に す る 学校や運動部が増加す る 傾向に あ る 。 そ の た め、 と きには教師個 々 人の能力 ・ 資
質 や希望 を十分考慮 し な い ま ま 顧問運動部が決定 さ れ る こ と が少 な くな いが、 こ の こ と は
顧問教師の部活動への かかわり方 と も 深く関係 し て い る よ う に 思 わ れ る 。

顧問教師 を 決定す る 際の重要な 条件の一つは、 運動部の指導者 と し て の能力 ・ 資質 の有
無であ る が、 な かで も 特 に、 教師の ス ポーツ愛好や ス ポーツキャ リ ア は重要な要素の一つ
であ ろ う 。 ス ポーツ好きで過去 の ス ポーツ経験 も 豊富な教師は と も かく と し て、 ス ポーツ
があ ま り好きで なくス ポーツ経験の少な い教師に と っ ては、 た と え部活動の教育的価値 を
十分認識 し て い た と し て も 、 部活動指導は精神的 に も 肉体的 に も 苦痛で負担の大きい仕事
に な る の ではな い だ ろ う か。

表12-16にみる よ う に、 指導意識は、 ス ポーツ愛好、 ス ポーツキャ リ ア 、 指導能力 の自
信 と 有意の関連 を 持 っ て い る 。 顧問運動部の ス ポーツが、「 と て も 好き」 な教師は、 義務型、
校務型ではいずれ も 約25%以下であ る の に対 し、 生きがい 型教師では80%以上であ る 。 ま
た、 ス ポーツキャ リ ア を 学校時代 の運動部加入経験や対外試会（大会）の参加及び そ の競
技レベ ル か ら み る 限り、 運動部に加入 し競技レベルの高 い対外試合に参加 し た顧問教師は
生きがい型＞楽 しみ型＞義務型＞校務型 の順に な っ て い る 。 さ ら に、 部活動の指導能力 に
つ い てみて も 、 指導能力 に自信 を 持 っ て い る 顧問教師は生きがい型＞楽 しみ型＞義務型＞
校務型の順 に な っ て い る 。 運動部の指導 には技術指導が不可欠であ る が、 体育教師 も 含め
て運動技術の修得 にはス ポーツキャ リ ア が重要な役割 を 果 た し て い る 。 し た が っ て、 顧問
運動部の ス ポーツがあ ま り好きで なく、 運動部加入経験の少 な い校務型教師は指導能力 に
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も 自信が も て ず、 あ ま り気がすす ま な いが校務なので仕方な く 指導 し て い る 、 と い う のが
実情であ ろ う 。

表 12 スポーツ表13臨彊醐の表14輔副語表 15 対外試合の
の愛好 スポーツの愛好 の加入蹴 競技レベル 表 16 指等能力の自信

カテゴリー と 好 好；；.島「母 き句
「 と 好 好「き「 し し 国 地 県 大 色、 ま

きら て 際 区 大 会 な あ
て 一、円し、 て て’い 参 自も」 きも」 ' て し、 7 会 加き 「 自 信
も ら と も .., と な 全 ロ 経 ｛言いて いて y 験

もミ
で； で； し、 色、 国 そ好 好 ク な f)•ミ あ

N なも ら なも 句 つ 大 大 (!) し あ る
タイプ き き b、u、 き き b、u、 た た 会 f三. 他 注） る 方」L 」」

生きがい型 365 82.5 16.2 1.4 81.4 17.0 1.6 94.2 5.8 40.5 22.5 27 .1 9.9 20.3 46.6 
〉 〈 〈 〉 〈 〈 〉 〈 〉 ｜｜ ｜｜ 〈 〉 〉

楽 し み型 482 53.3 41.9 4.6 47 .9 44.4 7.3 84.6 14. 7 22.9 24. 7 29. l 23.3 5.4 35.9 
〉 〈 〈 〉 〈 〈 〉 〈 〉 〉 ｜｜ 〈 ｜｜〉〉

義 務 型 279 25.1 58.8 16. l 15.8 55.6 28.3 74.2 25.8 14.3 17 .2 29.0 39.0 3.2b5.8 
｜｜ 〉 〈 〉 〉 〈 〉 八 〉 〉 〉 〈 II VV 

校 務 型 63 17 .5 36.5 46.0 3.2 36.5 60.3 46.0 54.0 4.8 7.9 19.0 68.3 
計 1189 53. 7 国7.7 8.5 48.3 38.2 13.3 83.1 16. 7 25.2 21.4 28.0 25.3 9.2 32. 7 

注）「運動部加入経験な し 」も含む

5. 部活動の教育的効果に対する価値態度

ど あ ま
ち ま つ

ら た
と 自
も 信 自
、、 信
え f)< ヵe
な な な
L、 、、 し、

21.9 7.9 2.7 
八 〈〈｜｜

34.2 
｜｜ 〈 〈

31'.2 35.5 14.0 
〉 ｜｜〈〈
6.3 

28.3 20.4 9.2 

顧問教師の指導意識や指導行動 を 規定す る 要因のーっ と し て、 部活動 の も つ教育的効果
に対す る 価値態度が考 え ら れ る 。 つ ま り、 部活動指導 に意欲を燃や し、 そ こ に生きがい や
楽 しみ を 感じて い る 教師ほ ど、 部活動の教育 的効果 を 高 く 評価 し て い る の ではな い か と 思
わ れ る 。

表 3 にみ る よ う に、 指導意識 と 価値態度 と は有意の 関 連がみ ら れ る が、 特 に 表17－①～
⑤にみる よ う に 「教師 と 生徒の人間 関係の向上」「民主的態度の育成」「愛校心 ・ 連帯感の
向上」「集団生活の学習」「非行化防止」 な と 1こ部活動が役立 つ て い る と 好意 的態度 を 示す
教師は、 生きがい型＞楽 しみ型注義務型＞校務型の順に な っ て い る 。 部活勤の も つ教育的
効果 に対す る 価値態度は全般に好意的であ るが、 特に生きがい型教師は、 部活動が と か く
希薄に なりがち な教師 と 生徒の人間 関係 を 高 め両者の心のふれあ い を直ち に経験でき る 、
ま た、 責任感、 協力、 愛校心、 連帯感、 秩序あ る 態度 な ど を 育成 し、 生徒の自主性や社会
性の発達 を促進す る と と も に、 生徒の非行化防止 ・ 健全育成に も 積極的な役割 を 果 た し て
い る 、 と 部活動の教育的効果 を 高 く 評価 し て い る と みて よ い。 部員の先頭 に 立 ち 、 率先 し
て指導 に取り組む顧問教師の な か には、 勝敗 を 度外視 して部員（生徒） と 一緒 に活動 し、
汗 を 流 し て 苦楽 を 共 に す る こ と に無上の歓ぴを 感じ る 教師 も 少 な く な い 。 こ の よ う な教師
に と っ て部活動は、 教科指導では味合 う こ と の少な い生徒（部員） と の心のふれあ い を 身
を も っ て体験でき る 場 と し て 機能 し て い る よ う に思 わ れ る 。
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6. 部活動指導に対する態度

昭和53年 に改訂 ・ 公示 さ れた 高等学校学習指導要領（昭和57年施行。 以下 「改訂学習指
導要領」 と い う 。 ） では、 部活動は 「H・H・特別教育活動 と の 関 連 を十分考癒 し て 文化部や
運動部な どの活動が活発 に実施 さ れ る よ う に す る も の と す る こ と 。 」（傍点引 用者） と な っ
て い る 。 部活動は教育活動の一つであ るが、 あ く ま で教育課程外の活動 と し て位置づ け ら
れて い る と みて よ い。

教師の仕事の 内容は多種多様であ るが、 原則 的 には教科や特別活動（ホ ー ム ルー ム 、 生
徒会活動、 ク ラ プ活動、 学校行事） の指導が中心とな っ て展 開 さ れ る こ と が望 ま し い 。 し
たが っ て 、 負担の大きい部活動指導は教師本来の仕事か ら み れ ば周辺的 な 教育的活動であ
り、 そ の指導 ・ 監督に どの程度 の義務や責任が伴な う か必ず し も 明確ではな い。 し か し 、
多 く の運動部が放課後 だ け で な く 、 始業前（早朝）、 休 日 、 休暇中 に も 部活動 を 展 開 し て
い る 実態 を 看過す る こ と は許 さ れず、 指導者、 特 に顧問教師はなん ら かの形でその指導 に
携わ っ て い る と みて よ い。 顧問教師の複数制化の増加は、 あ る 面では こ の よ う な 実情 に対
処す る た めの一つ の方策であ ろ う 。

と こ ろ で、 顧問教師の部活動への かかわり方は多様であ る が、 それは ま た 、 部活動 に 対
す る さ ま ざ ま の態度 ・ 意識 と も 強 く 関連 し て い る よ う に 思 わ れ る 。

表18－①～⑦は指導意識 と 部活動指導 に対す る 態度 ・ 意識 と の 関連 を 、 い く つ かの部活
動指導 に 関 す る 意見に対す る 反応か ら みた も のであ る が、 両者の 聞 には有意 の 関 連 がみ ら
れ る 。 た と え ば、 生きがい型教師に と っ ては、 部活動指導は教師の生活にハ リ と 生きがい
を 与 え て く れ る 場（機会 ）であ る が、 そ れは部活動指導が教師自身 の趣味活動 の 一つ に な っ
て い る と と も に 、 部活動が教師 と し て の力 量 を 発揮でき る 自己実現の場のーっ と し て 、 ま
た 、 強 い チー ム ・ 選手 を育成 し た い と い う 教師の夢 を 実現す る た め の場 と し て も 機能 し て
い る か ら と 思 わ れ る 。 そ し て 、 こ の よ う な部活動（指導） 観 と 、 部活動指導は教師の 当 然
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の仕事（義務）であ る 、 と い う 職業観 と が、 部活動指導に多 く の労力 を費や し、 家庭生活
や家族 と の団 ら んの機会あ る いは自由時間 を犠牲に し な が ら も 、 部活動指導が余り負担の
大きい仕事に な っ て い な い、 と 意識 し て い る 理由の一つにな っ て い る も の と 思 わ れ る 。 こ
れに対 し て、 校務型教師の約%の も のに と っ て、 部活動指導はハ リ と 生きがい を 与 え て く
れ る 場にな っ て い な い 。 そ れは、 校務型教師の ス ポーツ愛好度が低 く 、 ス ポーツキ ャ リ ア
も 乏 し い た めに、 部活動指導が趣味活動 の一つに なりに く い こ と 、 ま た、 部活動指導 を 教
師の当然の仕事（義務） と 考 え な いで奉仕活動 と 考 え て い る こ と 、 さ ら に、 教師 と し て の
力量発揮の場 と し て部活動が機能 し て い な い上に、 強い選手 ・ チー ム 育成への夢がな い こ
と 、 な どの要因が強 く 関与 し て い る も の と 思 わ れ る 。 そ し て こ の こ と が、 校務型教師の指
導行動が、 質的に も 量的に も 他 タ イ プの教師 と 比較 し て劣っ て い る に も か‘わ ら ず、 %近
く の教師が、 部活動指導 を か なり負担の大きい仕事 と 意識 し て い る こ と の主 な 理由に も
な っ て い る も の と 思 わ れ る 。
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高等学校運動部顧問教師の生活と意識の特性

ま た、 表19、 20は、 部活動の振興方法及ぴ部活動 と 人間形成 と の 関係 と 指導意識 と の 関
連 を みた も の であ る 。

改訂学習指導要領で、 部活動が教育活動 の一環 と し て特別活動 と の 関 連 に おい て、 そ の
振興 をはかる よ う に 明示 さ れて い る と はいえ、 教育課程外の部活動 の位置づけは依然 と し
て不明確であ る し、 部活動 を学校教育か ら 社会教育に移行 し て振興 し た方が よ い と す る 論
議 も 今 日 なお残存 し て い る 。 ま た、 勝利 ・ 競技志向的な色彩 を よ り強め て い る 現在の部活
動は、 も はや教育の枠 を 大き く 逸脱 し て い る、 と い う 批判 も 少 な く な い。 さ ら に、 こ の よ
う な チャ ン ピ オ ン ス ポーツ化 し た高校運動部が、 教育 の 目 標で あ る 人間 形成 に 機能す る た
め には部活動は ど う あ る べきか、 と い っ た部活動の あり方に対す る 態度 ・ 意識 も 指導行動
ばかりでな く 指導意識 を も 規定す る 要因のーっ と 考 え ら れ る 。

そ こ で ま ず、 部活動 の振興 に つ いてみる と 、 部活動 を社会教育 に 移行す る のではな く 学
校教育 の場で振興 し た方が よ い、 と す る 教師は、 生きがい型＞楽 しみ型＞義務型＞校務型
の順 に な っ て い る 。 特 に、 生きがい型教師の約93%が、 学校教育の場で振興 し た方が よ い、
と 考 え て い る背景には、 前述の よ う に、 部活動の持つ教育的効果 を 高 く 評価 し て い る こ と
や部活動（指導 ） が教師自身の趣味活動 と して、 ま た、 能力 の自己実現 や 強 い選手 ・ チー
ム 育成の場 と し て 機能 し て い る こ と 、 な どの要因 と 関連があ る も の と 思 わ れ る 。

タイプ \ 

生きがい型

楽しみ型

義 務 型 ｜

校 務 型

計

表 19 部活動振興の方法
（学校教育か社会教育か）

A社会教育で振興

「運動部活動はク
意 ｜ ラブ活動とちがっ

て教育課程外の活
動で あり、教師の

見 ｜ 負担も大きいので
社会教育に移行し
て振興した方がよ

、」

積支 消支
極 極

\ I的持 的持

3.8 I 3.6 

｜｜ 〈 〈
482 4.4 12.0 

〈 〈
279 I 10.4 18.3 

八 八 ｜｜ 
63 20.6 25.4 

1189 6.5 11.6 

B.学校教育で振興

「確かに運動部活
動は教師の負担が
大きいし

責
、

あ

活動中
の事故の 任など
の問題も るが、
それ以上に教育的
意義が高いので、

あくまで学校の教
育活動として振興
した方がよい」

消支 積
極
支

極
的持 的持

v v 
47. 5 35. 7 

｜｜ 〉〉

｜｜〉 ｜｜ 
38.1 14.3 

42.5 39.l 
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表2 0 人間形成と部活動
（楽しみ一勝利志向）

A.勝利志向

「運動部活動では、
運動を楽しむこと
よりも試合に勝つ
ことに重点を置い
て指導した方が、
苦しい練習に耐え
それを通して人間
形成に役立つ面が
大きいと思う」

積
極
支 消支

極
的持 的持

39.2 I 48.5 

〉〉 ｜｜ 

｜｜ ｜｜ 
15.8 51.6 

｜｜ 〉〉
7.9 33.3 

23.5 49.5 

B.楽しみ志向

「逐動部活動では、
試合に勝つことよ
りも、運動を楽し
むことに重点を置
いて指導した方が
かえって望ましい
人間形成に役立つ
面が大きいと思う」

i肖支 積支
極 極

的持 的持

9.6 1.6 

/\ 〈
25.3 4.4 

II ｜｜ 
26.9 5.0 

〈 〈
39.7 19.0 

21.6 4.5 
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次 に、 人間形成 と 部活動 の 関係 に つ い てみてみ よ う 。
前述 し た よ う に、 指導意識の違い に よ っ て 差異があ る も の の、 一般に顧問教師の 多 く は

部活動の教育的効果 を 高 く 評価 し て い る が、 生徒が部活動 に参加 し て い れ ば自然 に教育的
効果が達成 さ れ る わ けでは な く 、 そ こ には適切 な指導が必要であ る こ と はい う ま で も な い 。
こ こ では、 人間形成の立場か ら 部活動の 目 標 を、 〈勝利志向型〉 （勝つ こ と を 目 標 と し た厳
し い練習の 中 で こ そ人聞 が形成 さ れ る） と く楽 しみ志向型〉 （勝つ こ と よ り も 運動 を 楽 し
む こ と に よ っ て望 ま し い人聞が形成 さ れ る ） と を対置 し、 二者択一 的 に 回 答 を 求 め た 。 表
にみ る よ う に、 勝利志向型 を 支持す る 教師は、 生きがい型＞楽 しみ型 ＝ 義務型＞校務型の
順に な っ て い る 。 生きがい型教師の90%近 く が、 勝利志向型部活動 を 支持 し て い る背景に
は、 勝利至上 ・ 鍛錬主義的猛練習 を 主軸 と す る人間形成の場 と し て学校運動部 を 位置づけ
てきた わが国 の伝統的運動部観が、 今 日 も なお根強 く 残存 し て い る こ と の反映であ ろ う し、
そ れが ま た生きがい型教師 の部活動指導 に対す る 献身的な取り組み を 支 え る パ ッ ク ボー ン
の一つ に も な っ て い る も の と 思 わ れ る 。

7 . 指 導 行 動

顧問教師の部活動指導の方法や 内容は量的に も 質的 に も 多様であ る 。 た と え ば、 技術指
導は し な い（出来な い）が終始部活動 に立合っ て い る 教師、 補佐的 な指導 し かできな いが
生徒（部員）の私生活や学業成績 な どの指導助言 を す る 教師、 休 日 ・ 休暇 中 の大会（対外
試合） に のみ付き添 っ て指導す る 教師、 な ど部活動が活発化 し競技力 が向上す る ほ ど顧問
教師の指導（仕事）内容が分化 し、 教師の特性 に対応 し た役割 を分担す る 傾向がみ ら れ る 。
そ し て、 こ う し た部活動へのかかわり方は、 教師の指導能力 や校内での位置 ・ 役割 な どの
ほ か に 、 指導意識 と も 深 く 関係 し て い る よ う に思わ れ る 。

表2 1～25は、 指導意識 と 部活動指導行動 と の 関係 をみた も の であ る 。 生きがい型教師の
約80%は、 ほ と ん ど毎 日 率先 し て技術指導 を 行 っ て い る 。指導時間 も 春夏期 の平 日 で約44%
の教師が 3 時 間以上、 土曜 日 で約40%の教師が 4 時間以上 と な っ て い る 。 こ れ に対 し て、
校務型教師の約%は技術指導 を し な い上に、 半数以上の教師が部活動指導 を ほ と ん ど行 っ
て い な い。 ま た、 表26、 27にみる よ う に、 技術指導 タ イ プや部活動 の活動計画立案者 と い
う 点か ら みる と 、 生 き がい型教師には技術指導を自分一 人で行 っ て い る く専任型〉 や他に
も 技術 を 指導す る 人がい る が主 に自分が中心 と な っ て技術指導 を 行 っ て い る 〈主導型〉 が
多 い 。 し か も 部活動の活動計画は教師主導型であ る 。 こ れ に対 して、 校務型教師は、 自分
では技術指導 を し な い で他の教師（指導者） に依存 し て い る く他人依存型〉 や教師自身 も
含めて技術指導者がい な く て部員に任せて い る く部員一任型〉 が多 い。 し た が っ て、 部活
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表2 1 技術的指導 表22 放課後の部活動 表23 部活動指導時間
指導 （ 春 夏期平 日 ）

実 と し し 、 j盟 週 ほし 2 2 3 4 
つ 3 1 と な H寺 時 時 時

き んかて な も 4 2 ど っ 間 間 問 間、 、 ど 指 日 日 未 以 以 以’つ 指導 指導 指 た
も き L 、 導 導 i前 上 上 上

生 き が し 、 型 365 81 . l 14 . 5  4 . 4  79 . 2  13 . 2  4 . 7  2 . 5  13 . 7  38 . 9  33 . 7  10 . 7 
〉 〉 〈 〈 〉 〈 〈 〈 〈 〈 〉

楽 し み 型 482 48 . 1�39 . 2  12 . 4  52 . 5  22 . 8  16 . 2  7 . 1  21 . 4  44 . 8  21 . 6  
〉 ｜｜ 〈 〉 ｜｜ /\ 〈 ｜｜ 〉 〉

義 務 型 279 22 . 6�36 . 6  40 . 9  30 . 1  19 . 0  28 . 0  20 . 4 25 . 4  34 . 1  14 . 0  
〉 〉 〈 〉 ｜｜ 〉 〈 II 〉 〉

校 務 型 63 76 . 2  6 . 3  11 . 1  27 . 0  55 . 6  20 . 6  12 . 7  6 . 3  

計 1189 49 . 9  30 . 0  20 . 0  53 . 0  18 . 3  16 . 0  11 . 4  19 . 9  38 . 8  22 . 7  

表24 部活動指導時間 表25 休 日の部活動の

、号、タ イ プ カ テ コ
N

ー＼ 

2 
時
間
未
i前

生 き が い 型 365 4 . 7  
〈

楽 し み 型 482 10 . 0  
｜｜ 

義 務 型 279 12 . 5  
｜｜ 

校 務 型 63 6 . 3  
計 1189 8 . 7  

（ 春夏期土曜 ） 指導 ・ 引 率 日 数

2 3 4 5 10 20 30 

時 時 時 時 日 日 日
間 閑 間 筒
以 以 以 以 9 19 29 以
上 上 上 上 日 日 日 上

18 . 9  33 . 2  23 . 0  17 . 3  11 . 2  18 . 1  20 . 5  49 . 6  
〈 ｜｜ 〉 〉 〈 〈 ｜｜ 〉

27 . 2  32 . 2  14 . 9  8 . 1  25 . 1  32 . 0  18 . 9  23 . 4  
｜ ｜ 〉 〉 ｜｜ 〈 ｜｜ ｜｜ 〉

25 . 1  22 . 6  9 . 3  7 . 9  39 . 1  29 . 4  15 . 4  15 . 4  
〉 〉 ｜｜ ｜｜ 〈 ｜｜ ｜｜ 〉

15 . 9  11 . 1  4 . 8  4 . 8  58 . 7  25 . 4  9 . 5  6 . 3  
23 . 5  29 . 1  15 . 6  10 . 7  25 . 9  26 . 7  18 . 1  28 . 7  

〉
4 . 6  
｜ ｜ 

3 . 9  
｜ ｜ 

3 . 2  
6 . 2  

動 の活動計画は部員に 一任す る か、 悩の指導者に任せ、 計画立案 に参画 し な い教師が多 い 。
こ の よ う に 、 校務型教師の 多 く は部活動指導 を あ ま り行 っ て い な い し 、 学校で費やすエ ネ
ル ギーの少 し し か部活動 に投入 し て い な い の に 、 半数以上 の教師が部活動指 導 に 負 担 を 感
じて い る 。 指導行動の程度 か らみて、 こ の負担感は肉体的物理物 な面 よ りは精神 的 プレ ッ
シ ャー に よ る も の と 解すのが妥当であ ろ う 。

表26顧問 タ イ プ（ 技術指導か ら み た ） 表27 部活動の計画立案者

、タ プ ヨウ テ ゴ

N

ー＼、
専 王 協 事由 他 音E 自 自 問 顧 音E 顧 そ

人 員 分教 間
教問師

任 導 力 佐 依 以師 教師 !T) 
存 任 外 とグ〉 全 部員型 型 IJ.'! 附） 4汗i! 汗二土t二1 分 顧 員 員 他

生 き がい 型 365 46 . 3  26 . 3  9 . 9  13 . 2  4 . 4  60 . 8  9 . 6  6 . 6  3 . 0  17 . 8  1 . 6  
｜｜ 〉 ｜｜ 〈 〈 〉 〉 ｜｜ 〈 〈 II 

楽 し み 宝！ 482 41 . 1  15 . 1  11 . 8  18 . 7  10 . 8  2 . 5  32 . 2  13 . 5  6 . 2  9 . 1  36 . 3  0 . 8  
〉 〉 〉 〈 〈 〉 〈 ｜｜ 〈 ｜｜ ｜｜ 

義 務 型 279 26 . 2  10 . 0  5 . 0  17 . 2  31 . 9 9 . 7  19 . 0  24 . 4  5 . 4  15 . 8  33 . 0  2 . 2  
〉 v ｜｜ ｜｜ 〈 〈 v ｜｜ ｜｜ ／＼ 〉 ｜｜ 

校 務 �i 63 4 . 8  3 . 2  3 . 2  11 . 1  55 . 6  22 . 2  3 . 2  30 . 2  6 . 3  34 . 9  20 . 6  3 . 2  
言十 1189 37 . 3  16 . 7  9 . 2  16 . 2  16 . 1  4 . 5  36 . 3  15 . 7  6 . 1  10 . 2  29 . 0  1 .  5 
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8 . 生 活 行 動

本来、 教師の学校での生活は教科指導や特別活動指導 を 中心に展開 さ れ る こ と が望 ま し
い が、 現実は こ れ ら の仕事の ほ かに、 校務関係の仕事や生徒指導や そ の他の雑務 に忙殺 さ
れて い る のが実情であ る 。 そ の上更 に、 部、活動指導に 2 ・ 3 時 間費やす と な る と 、 部活動
指導は学校生活ばかりで な く 家庭生活に も かなりの影響 を及ぼ し て い る よ う に 思 わ れ る 。

こ こ では、 指導意識 と の 関係か ら 部活動指導の生活（行動）への影響 を 具体的 に把握 し
てみ よ う 。

表28～33は、 指導意識 と 教師の退勤時刻、 放課後の仕事、 エ ネ ル ギーの配分、 家庭生活
への影響、 自己研修な ど と の関連 をみた も の であ る 。 学校に遅 く ま で、居残 っ て い る 教師、
部活動指導が放課後の主な仕事で、 そ れに多 く の エ ネ ル ギー を費や し て い る 教師、 家庭生
活が部活動指導の た め に 犠牲 に な っ て い る 教師、 部活動指導能力 向上の た め に 体育 ・ ス
ポーツ関係の書物 や雑誌 を 読んだり、 技術修得の た め に ス ポーツ ク ラ フー に 入 っ たり し て自
己研修 を し て い る 教師の割合は、 おおむね、 生きがい型＞楽 しみ型＞義務型＞校務型 の順
に な っ て い る 。 た と え ば、 生きがい型教師の場合、 8 割の教師が放課後の仕事の 第 1 位 と
し て 部活動指導 を 行い、 そ れ に学校で費やすエ ネ ル ギーの 3 割以上 を投入 し て い る が、 そ
れ を 教科指導 と の配分比率か ら みて も 、 部活動指導 主 教科指導の教師が約56% と 半数 を 超
え て い る 。 ま た、 %の教師が春夏期平 日 の場合、 午後 7 時以降 に 退勤 し て い る か ら 、 家庭
生活が犠牲に な っ て い る 教師 も 80%近い。 その上多 く の教師が部活動指導能力向上の た め
の自己研修 を 行 っ て い る 。 生きがい型教師の部活動指導 に 注 ぐ心身 の労力 ・ 意欲はきわめ
て 大きい と みて よ い。 こ れ に対 し て 、 校務型教師の場合、 ほ と ん どの教師が部活動指導 よ
り も 教科指導 に よ り多 く の エ ネ ル ギー を 配分 し て い る 。 し た が っ て、 部活動指導 の た め
の自己研修 を 行 っ て い
る 教師 も 少な い し、 放
課後の仕事 と して部活
動指導 を 第 l に あ げる
教 師 も 約 13% に す ぎ
ず、 残りの大部分の教
師は、 教材の研究 ・ 準
備や校務関係が放課後
の主な仕事 と な っ て い
る 。 ま た、 退勤時刻 も

� 559 

生 き がい型 365 4 . 1  
〈

楽 し み 型 482 9 . 3  
〈

義 務 型 279 20 . 8  
/\ 

校 務 型 63 38 . 1  
言十 1 189 1 1 .  9 
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表28 退勤時刻 表29 放課後の仕事の

600 

629 

1 0 .  7 
〈

20 . 7  
I I 

21 . 5  
｜｜ 

22 . 2  
17 . 8  

（春夏期 ） 午後 内容（ I位）
630 700 730 

教干十導グ斗旨コ 検通守・主\ 
校 部
寺署 活

動制11；�数キオ 関 指
659 729 .＼：，（ ，画究庁 係 導

1 7 . 8  23 . 6  44 . 1  4 . 4  1 2 . 9  80 . 0  
/\ 〉 〈 /\ 〉

19 . 5  28 . 8  2 1 . 6  1 1 .  8 25 . 9  53 . 7  
｜｜ 〉 ｜ ｜  〈 〈 〉

20 . 4  18 . 3  18 . 3  27 . 6  35 . 1  30 . 8  
〉 〉 〈 II 〉

27 . 0  7 . 9  3 . 2  46 . 0  34 . 9  1 2 . 7  
19 . 6  23 . 6  26 . 7  1 5  . 1  24 . 6  54 . 2  

そ

IT; 

他
2 . 2  
〈'8 . 5  
｜ ｜  
6 . 5  
I I 

6 . 3  
6 . 0  

，． 
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表30 エネルギ ー配分 表：31 エネルギー配分 表32 部活指導 に よ る 表33 部活指導の た（ 部活 ） （ 部活か教科か ） 家庭生活への影響 めの 自 己研修
、 力 予 ゴ ’

生 き がい 型

楽 し み 型

義 務 型

校 務 ！＼＇1

365 

482 

279 

63 
百十 1 189 

2 
�J 
以
下

17 . 5  
〈

45 . 4  
〈

67 . 7  
〈

93 . 7  
44 . 7  

3 4 5 
期l 書l �J 

以
上

30 . 7  30 . 7  2 1 . 1  
｜｜ 〉 〉

32 . 4  16 . 6  5 . 6  

19 . 0  8 .  5 . 0  
〉 ｜｜
3 . 2  3 . 一

27 . 2  18 . 3  9 . 9  

部 音E
活 活
動 動
〉 ｜｜ 
授 授
業 業

34 . 5  2 1 . 1  
v v v  

14 .�5 . 8  
〉 ｜｜
9 . 0  1 1 . 8  
〉 〉
- 1 . 6 

1 8 . 6  1 5 . 7  

部
活
動
〈
授
業

43 . 0  
〈

69 . 5  
〈

78 . 9  
〈

98 . 4  
65 . 1  

か っ あ な
な て る つ
り い

程犠度
て
い
る

犠 る
牲

牲
な
33 . 4  44 . 9  
��4 11 14 . 5 . 0  
｜｜ ｜ ｜ 〉
l��鉛�1

. 3  

7 .  . 2  
2 1 . 2  42 . 4  

ど な
」2ま；聾在なち い

句
と ほ「 てつ
も んと Lな、、降 、
え 1 �· ぃ
7 . 9  1 2 . 9  
〈 /\ 

12 . 7  26 . 8  
｜｜ ｜ ｜ 

1 2 . 5  30 . 8  
｜｜ 〈

9 . 5  52 . 4  
1 1 . 0  24 . 8  

L 、 ときつ
も
し どきし
て て、 、 L 、
る る

45 . 8  38 . 6  
〉 〉 〈

1 9 . i44 . 6  
〉 〉

�r::.7 

- 3 
23 . 5  36 . 2  

·C.、カ・ しがな てItカ ・
て で、 、 き L 、
る な な台名、 、
な L 、

1 2 . 3  2 . 7  
/\ 〈

27 . 0  8 . 5  
/\ 〈

42 . 7  26 . 5  
〉 /\ 

25 . 4  60 . 3  
26 . 1  1 3 . 7  

早 く 約60%の教師が午後 6 時30分前 に職場 を 出 て い る 。 さ ら に、 部活動指導 に よ る 家庭生
活への影響 を 訴 え る 教師 も 約38%程度であ る 。 校務型教師の場合、 部活動指導 に よ っ て学
校や家庭での生活が大きな 影響 を 受 けて い る と は考 え 難 い 。

9 . 教師生活のや り がいと満足度

こ の よ う に、 指導意識は顧問教師の部活動指導への かかわり方 と 関連す る ばかりで な く 、
教師の学校や家庭での生活に も 構造的変化 を及ぼ し て い る が、 そ れは更 に、 教師生活の や
りがい や満足度 と も 関連 を 持 っ て い る 。

表 34- 35 に み る よ う に、 教師 生 活 の や り が い を 教科 指 導 よ り も 部 活動 指 導 の 方
に、 ま た、 教師生活に 非常 に、 あ 割 智：：�：，：�：，い 衰弱 教師生活満足度
る いは、 どち ら か と い え ば満足 し
て い る 教師は、 生きがい型＞楽 し
み型＞義務型 孟 校務型 の順に な っ
て い る 。 特 に 、 前述の部活動指導
と 教科指導へのエ ネ ル ギーの配分
比率の割合 よ り も 教師生活のやり
がい を、 教科指導 と 同等かそれ以
上に部活動指導の方に感じて い る

、タb、＇ ＂プ ·�プれー＼ 喜重
て どい 普

量
て 町

いる ちら 感じ いる ちら い
に て にの も い の 感も

方 向 る 方感l
じ
ニ じ lこ じ

〈 ！盛じ てら い
生き がい型 365 40 . 5  50 . 7 7 . 1  0 . 8  

〉 〉 〈楽 し み 型 482 20 . 3  38 . 6  39 . 4  1 . 5  

〉 〉 八
義 務 型 279 7 . 9  21 . 1  68 . l  2 . 9  

〉 〉 〈 ｜！ 
校 務 型 63 3 . 2  93 . 7 3 . 2  

計 1 189 22 . 5  36 . 3  39 . 1  1 .  7 

4ド ど足 ど ちど非常ち ち協－ bコ 句 ら にカ・ とも かと、 、与定iι と、 、 、， 、
t筒 え えなl;t' え足 i筒 、． 、 」Ii' 

28 . 8  52 . 1  9 . 0  9 . 3  
VV ll 〈 〈

12 . 0  I 54 . 4  1 9 .  7 13 . 7 
｜ ｜ 〉 〉 〈 〈

9 . 3  46 . 6  25 . 4  18 . 6  
｜ ｜ ｜ ｜ I I 

14 . 3  42 . 9  20 . 6  20 . 6  

1 6 . 7  5 1 . 2  1 7 . 8  13 . 9  

教師が多 い こ と が注 目 さ れ る 。 た と え ば、 生きがい型では、 エ ネ ル ギー配分が部活動指導
孟 教科指導の教師が約56%であ る の に対 し、 教師生活の やりがいが部活動指導 孟 教科指導
の教師は90% を 超 え て い る 。 ま た、 教師生活に非常に、 ま たは、 ど ち ら か と い え ば満足 し
て い る 教師が義務型 ・ 校務型では56 ・ 7%であ る の に対 し、 生きがい型約81%、 楽 し み 型
約66% と な っ て い る 。 部活動指導は生きがい型や楽 し み型 の教師 に と っ て、 教師生活の や
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りがい や満足度 を 構成す る 要素のーっ と し て かなり大きな位置 ・ 役割 を 果た し て い る よ う
に 思 わ れ る 。

お わ り に
運動部顧問教師の部活動への かかわり方は多様であり、 そ れ を 個 別 的 に 具体的 かつ 的確

に素描す る こ と はかなり難 し い 問題であ る 。 本稿では、 部活動指導意識か ら 顧問教師 を 4
タ イ プに分類 し 、 指導意識 と 関連す る 項 目 （要因） の分析 を 通 し て 、 顧問教師の生活や意
識の特性 を 多角 的 ・ 個 別 的 かっ羅列 的 に概観 し た 。 こ の分析 （研究 ） 方法がき わ め て 不十
分であ る こ と はい う ま で も な い が、 顧問教師の複雑かっ 多様な生活や意識 を 類型化す る た
めの手がかり を 得た と い う 点で そ れ なりの成果があ っ たのではな い か と 考 え る 。

以下 、 タ イ プ別 にみた顧問教師の生活 と 意識の特性 を要約 し て おきた い。
生 き がい型 ： 年齢、 性、 結婚な どの デモ グ ラ フ イ ッ ク な要因に 関係 な く 、 顧問教師の約
2 9%、 担当教科別 では体育教師の約45%、 他教科教師の約20%がこ の タ イ プに属す る 。

ス ポーツ愛好度が高 く 、 ス ポーツキャ リ ア も 豊富で あ る 。 部活動指導能力 向上の た め
に熱心に自己研修 を 行 い 、 指導能力 に 強 い自信 を 持 っ て い る 。 家庭生活、 家族 と の団 ら
んの機会、 自由時間 を 犠牲に し て ま で も 部活動指導 に情熱 を 注 ぎ、 部員の先頭 に 立 ち 率
先 し て技術指導 を 行 い 、 連 日 夜遅 く ま で、 ま た 、 休 日 や休暇中 に も ほ と ん ど休む こ と な
く 部活動指導 を 行 っ て い る 。 部活動指導 には学校で費やすエ ネ ル ギーの平均3 ・ 4割 を投
入 し て い る が、 教科指導 （授業） と の配分比率か ら み る と 半数以上が部活動指導 孟 教科
指導型であ る 。 そ し て 、 教師 と し て の やりがい を教科指導 と 同等かそ れ以上 に部活動指
導 に 感じて い る 。

こ の よ う な 生きがい型教師の生活や意識は、 顧問教師の部活動の教育的効果 に対す る
高 い評価、 勝利 を 目 指 し た厳 し い練習の プ ロ セ ス に こ そ人間形成の鍵があ る と す る 強 い
信念、 部活動指導は教師の 当 然、の仕事（義務） であ る と い う 教職観、 教師の部活動指導
に対す る 他者の高い評価の自己認知、 な どの価値態度体系 の形成に加 え て 、 部活動指導
そ れ自体が教師の趣味のーっ と し て 、 ま た 、 教師 と し て の力量 を 発揮でき る 自己実現の
場 と し て 、 さ ら に 強い選手 ・ チーム 育成 と い う 夢の実現の場 と し て 機能 し て い る こ と 、
な どの要因 に よ っ て規定 さ れて い る も の と 思 われる 。
楽 し み型 ： 顧問教師の な かで も っ と も 多 い約39%、 担当教科別 では体育教師の約37% 、
他教科教師の約40%がこ の タ イ プに 属す る 。

生きがい型教師ほ どでは な い が、 ス ポーツ愛好度 も 高 く ス ポーツキャ リ ア も 豊かであ
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る 。 技術指導 と い う 点では、 教師が率先 し て行 う 専任 ・ 主導型群 と 他の顧問 と の協力 ・
補佐 ・ 依存型群の 2 派 に分け ら れ る が、 前者が後者 を 若干上回 っ て い る 。 半数以上の教
師がいつ も 部活動指導 を 行 い 、 放課後の第 1 の仕事 と し て部活動指導 を 行 っ て い る 。 指
導時間は春夏期 の平 日 で 2 ・ 3 時 間 、 土曜 日 で 3 ・ 4 時間位が多 い 。 学校で費やすエ ネ
ル ギーの 3 割前後 を部活動指導 に配分 し て い る が、 エ ネ ル ギー 配分が部活動指導＞教科
指導型は15%程度であ る 。 約%の教師が、 部活動指導 を 教 師自身 の趣味のーっ と 考 え て
い る と と も に 、 そ れ を教師 の当然の仕事（義務） と も 考 え て い る 。 し か し 、 生きがい型
教 師 と 違い 、 強 い チーム ・ 選手育成の夢 を持つ教師や部活動指導で教 師 と し て の 力 量 を
発揮 し よ う と す る 教師は30%以下で、 そ れ を 否定す る 教師の方が多 い 。 部活動指導は教
師 にハ リ と 生きがい を そ れ程強 く 与 え て く れ る わ けではな い が、 60%近 く の教師が教師
と し て の やりがい を 教科指導 と 同等かそ れ以上に部活動指導 に 感じて い る 。

こ の タ イ プには、 部活動指導 に注 ぐ情熱や労力は決 し て 少 な く な い が、 勝利 ・ 競技志
向型で顧問主導型の教師群 と 楽 しみ志向型で協力 ・ 補佐型 の教師群 と が混在 し て い る よ
う に思 わ れ る 。
義務型 ： 顧問教師の約22%、 担当教科別 では体育教師の約12%、 他教科教師の約28%が
こ の タ イ プに 属 す る 。

顧問運動部の ス ポーツ も 含め て ス ポーツが と て も 好きな教師は25%以下であ る 。 ま た 、
%近 く の教師が学校運動部加入経験者で あ る 反面 、 40%近 く の教 師 が対外試合参加未経
験者であ る な ど、 ス ポーツ愛好度や ス ポーツキ ャ リ ア は そ れ程高 く な い 。 い つ も 率先 し
て技術指導 を 行 う 教師は%程度 で、 依存型や補佐型が多 い。 放課後の主 な仕事は校務関
係が も っ と も 多 く 、 部活動指導 を 第 l と す る も のは泌以下であ る 。 生きがい型 や楽 しみ
型と 違い 、 %以上 の教師が教師 と し て の やりがい を 教科指導 に 求 め て い る の で、 部活動
指導に費やすエ ネ ル ギーは少 な い。 ス ポーツ愛好度や ス ポーツキ ャ リ ア が低 く 乏 し い の
で、 部活動指導が教師自身 の趣味の一つ に な っ て い る も のは少 な い 。 そ の 上部活動指導
能力 の自信が弱 い ので 、 部活動指導で教師 と し て の力 量 を 発揮 し よ う と す る 欲求 も 弱 い 。
ま た 、 強 い チーム ・ 選手育成 と い う 夢 も ほ と ん とさ持 っ て い な し 、 。 し た が っ て 、 部活動指
導 に よ っ て生活にハ リ と 生きがい を 感じ る 教師はきわ め て 少数であ る 。 部活動指導の奉
仕性 を 肯定 し て い る 教 師 も 多いが、 校務型教師 と 異 なり、 義務感がこ の タ イ プの教師の
運動部顧問教 師 と し て の生活や意識 を規定 し て い る よ う に 思 わ れ る 。
校務型 ： きわ め て 少数であ る が、 顧問教師の約5 %、 担当教科別 では体育教師の約 1 % 、
他教科教師の約 7 %がこ の タ イ プに属す る 。

ス ポーツ愛好度は低 く 、 ス ポーツキ ャ リ ア も 乏 し い。 大半の教師が学校運動部加入経
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験や対外試合参加経験 を 持 っ て い な い。 部活動指導能力に自信がな い た め 、 技術指導 や
部活動の活動計画は他人任せで、 部活動指導 も ほ と ん ど行 っ て い な い。 ほ と ん どの教師
が教師 と し て の やりがい を 教科指導の方に感じて い る の で、 部活動指導に費やすエ ネ ル
ギ ー はきわ め て 少 な い か無に等 し い。 放課後の仕事は校務関係や教科指導関係が中心で
あ る 。 退勤時刻は他の どの タ イ プの教師 よ り も 早い。 強い選手 ・ チ ー ム の育成 と か教師
と し て の 力 量 を 部活動指導で発揮 し よ う と す る 意欲はほ と ん どみ ら れな い 。 部活動指導
を教師の 当 然 の仕事 （義務） と 考 え る よ り奉仕活動であ る と い う 意識が強 い 。 部活動指
導はほ と ん ど し な い し 、 家庭生活や私生活への影響 も 少 な い のに、 こ の タ イ プの大半の
教師は部活動指導に大きな 負 担 を 感じて い る 。 部活動指導その も の よ り も 運動部の顧問
教師であ る こ と 自体が苦痛 で プレ ッ シャ ーにな っ て い る の か も 知れ な い 。
運動部顧問教師の生活 と 意識の特性 を部活動指導意識か ら分類 し た 4 つ の顧問教師 タ イ

プ を 軸に し て 類型化 を試み 、 そ の特徴 を 素描 し た が、 運動部顧問教師の生活体系 や部活動
指導行動 を 規定す る 要因の全体構造 を 解明す る た めには、 更に詳細 な分析が必要で あ る 。
こ れにつ いては稿 を 改め て 検討す る 予定であ る 。
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